




























































































































































































































































































 明治 42 年の地形図（図 5）には、2 つの競馬場が見える。日露戦争後、騎馬用の優秀な
馬の育成の機運が高まり、その方策の一つとして競馬の普及が図られる中で開設されたの
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 阪神電鉄が開通した明治 38 年（1905 年）以降、未利用地の開発が急速に広がっていく。
北側を開発したのは阪急電鉄だが、南は阪神電鉄の独壇場であった。 
図 5 明治 42 年の地形図 図 6 昭和 27 年の地形図 
図 7 航空写真 1954 年撮影 
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阪神電鉄は輸送力をアップするとともに、たくさんの人を運ぶために周辺の開発に取り





































































 大正 14 年（1925 年）以降、先述の甲子園浜海水浴場。甲子園娯楽場（のちの阪神パー
ク）、甲子園南運動場、阪神水族館、甲子園水上競技場、甲子園国際庭球場など、数多くの
スポーツ・レクリエーション施設を開設していく。その中の一つが、甲子園ホテルである。 








・武庫川上流史編集委員会 昭和 58 年『武庫川上流史』発行：三田市 
・阪神電気鉄道株式会社 平成 17 年『阪神電気鉄道百年史』 
・西宮市立郷土資料館 
『郊外生活のすすめ 1900/1950 －電車ポスターに見る西宮の郊外生活文化－』 
第 7回特別展展示案内図録 平成 6年 
・西宮市立郷土資料館『阪神沿線ごあんない －にしのみやの郊外生活－』 
第 31 回特別展示展示案内図録 平成 27 年 
・阪神沿線の文化 110 年展実行委員会 平成 27 年『阪神沿線 まちと文化の 110 年』 
神戸新聞出版センター 
・鳴尾区有財産管理委員会 平成 17 年『鳴尾村誌』 
 
【図版出典】 
1）兵庫県 HP https://web.pref.hyogo.lg.jp/hnk09/hn04_1_000000141.html より転載、 
一部筆者加工 
2）尼崎市地域研究資料館デジタルアーカイブより転載 




7）国土地理院 1954 年撮影 
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